
担当 実習内容 用意するもの

博学連携/理工 山口ひ
・熊本博物館で行っている主な博学連携事業について
・子ども科学教室（イベント）準備等の実習

・筆記用具、飲み物

保存科学 坂本

〇前半

　　　熊本博物館でのIPM(総合的有害生物管理)や資料の保存方法について

　　　温湿度や文化財害虫による被害などの座学

〇後半
　　・低酸素濃度処理の実習

　　・資料にカビが発生した時の対処方法(人文・自然)

・筆記用具

・カメラ（（可能であれば。携帯のカ
メラでも可）

来館者対応＋プラネ見学
人文

・9時～9時15分　プラネタリウムについて

・9時15～9時45分　プラネタリウム来館者対応　（プラネタリウム前など）

　券売機での案内、待機列の誘導、入場時の観覧券の確認などプラネタリウム来館者対応を
　体験してもらいます。

・10時30分～11時　プラネタリウム来館者対応

・1１時～1１時５０分　投映見学

・筆記用具（鉛筆）

・来館者対応に適した服装
（ジーンズ・Tシャツ・ジャージ・短パ

ン不可）

来館者対応＋プラネ見学
自然

・13時～13時30分　プラネタリウムについて

・13時30分～14時５分　持ち場説明・担当者決め

・14時15分～14時45分　プラネタリウム来館者対応　（プラネタリウム前など）

　券売機での案内、待機列の誘導、入場時の観覧券の確認などプラネタリウム来館者対応を

　体験してもらいます。

・14時45分～15時35分　　一般投映の見学

・15時35分～16時　来館者対応

・筆記用具（鉛筆）

・来館者対応に適した服装

（ジーンズ・Tシャツ・ジャージ・短パ

ン不可）

動物 清水
・動物資料の採集・標本作製・登録・保存管理について

・昆虫標本登録前整理作業
・筆記用具

自然系ミュージアムカフェ 自然系学芸員 ・実習生の皆さんと動物・植物・地質・理工・天文の学芸員・研究員とのグループトーク

・飲み物
・聞いてみたいこと・話したいこと（仕

事内容～学芸員の就活など、博物

館に関わること何でもOK）

植物 山口み

・植物分野の資料や活動について（実験・工作室）

　　標本の種類や取扱い、教育普及活動等について

・さく葉標本の取り扱いについて（実験・工作室）

　　さく葉標本の分類と整理について

・筆記用具

地質 南部

基本的に座学にて実習を行います。

・地質資料の資料収集・標本作成・保存管理について
・地質分野の展示制作・教育普及について

・クラウド型のデータベース登録について

・筆記用具

課題作成 自然系学芸員

・ふしぎ発見のとびらのボックス展示のグループ製作

　季節の行事やイベントに関連付けた展示を作成する

　小学校低学年が理解できる内容・解説

　（過去の展示例）干支、七草、ひなまつり・山の日・化石の日など

・ノートPC（グループワークで使用し

ますので、持っていない場合は班内

で共同使用してください）

美術工芸 竹原

・熊博の美術工芸分野について（分類方法と問題点）

・掛軸・陶磁器・刀剣の取扱い方と注意点

（用意するもの）

筆記用具（鉛筆）/ハンカチ

・筆記用具（鉛筆）

・ハンカチ

歴史 木山

・熊本博物館における歴史分野の主な業務について

・資料整理作業の実践
・筆記用具（鉛筆〇　シャーペン×）

・ハンカチ

考古 下高

・博物館での考古分野の業務と考古資料の取り扱いについて（講義）

・博物館内考古分野の展示・収蔵庫等見学

・発掘調査体験、または、収蔵考古資料整理（雨天の場合）

（用意するもの）

・服装など（汚れてもよい歩きやすく
涼しい服装、運動靴、帽子、タオル、

雨具、水筒、日焼け止め、着替えな

ど）

民俗 湯川
・民俗資料の取り扱いについて

・博物館民俗分野の展示見学
・ハンカチ

課題作成 文系学芸員

各分野より資料を選定し、ケース展示を製作

各班ごとにテーマを決定し、展示を行う。
資料の見どころなど発表をしてもらう。

・ノートパソコン
・筆記用具

全体

令和6年度（2024年度）熊本博物館実習　分野別実習内容・用意するもの・注意事項

博物館実習全体の注意事項
・分野を問わず、実習中は時計や装飾品等を必ず外し、動きやすい服装で受講して下さい。
・筆記用具は基本的に鉛筆を使用してください。

分野

自然系


